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令和７年度「障害に係るダブルケア」に関する調査の分析報告書（概要版） 

 

1. 目的 

 「障害に係るダブルケア」状態にある方の困りごとやニーズ等を明らかにし、支援策のた

めの基礎資料を得ることを目的として実施する。 

 

2. 調査の概要 

(1)調査期間 ：2026 年１月７日～１月 30日 

(2)調査対象者：滋賀県心身障害者扶養共済制度加入者および、扶養共済年金受給者の年金 

管理者（親族でないものを除く） 

(3) 回収率  ：33.4%（回収数 309通（有効回答 284通、無効回答 25通）） 

 

3. 回答者のプロフィール 

 ■男女別の回答割合は、半数ずつとなっている。 

■回答者の年齢層で最も多いのは 70代であり、36.6%となっている。 

(1)性別（N=284） 

(2)年齢（N=284） 

  (3)居住地（N=284） 

48.6% 50.7%

0.4% 0.4%
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男性 女性 その他 無回答 （=284）

6.7% 13.0% 20.1% 36.6% 21.5%

1.1% 1.1%
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〜30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 無回答（n=284）

20.1% 10.6% 14.8% 7.7% 10.2% 7.0%
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3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

大津市 彦根市 長浜市 近江八幡市 草津市

守山市 栗東市 甲賀市 野洲市 湖南市

高島市 東近江市 米原市 その他
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4.ダブルケアの状況 

 ■回答者のうち約３分の１にあたる 80名が、現にダブルケアの状況にあると回答。 

■自身や配偶者が高齢となってきたことを理由に、約３割の方が３年以内に、回答者もし

くは回答者の家族がダブルケアになると考えている。 

(1)ダブルケアの状況（N=284） 

(2)３年以内に、ダブルケアの状況となるかどうか(N=284) 

 

5.ダブルケアの困りごと 

 ■「体力的負担」が 23.8%と最も多く、続いて、「精神的負担」が 22.7％となった。年齢層

が上がるにつれて、体力的負担の割合が高まっている。 

■生産人口年齢の激減に伴い、人材確保がより困難を極める。高齢化と障害のダブルケア

による負担を家庭では受け止めきれず、社会構造そのものに影響を与えてくることが想

定される。 

 (1)困りごとや不安について（N=428） 

28.2% 33.8% 38.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい ない（過去に経験した） ない（過去に経験していない） 無回答

（n=284）
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思う 思わない 無回答 （n=284）
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無回答 （n=428）


